
歪
葦
則
月
六
昂
蕎
覆
物
認
可
大
並
八
筆
万
二
＋
皇
嗣
撰
智
観
月
両
一
臼
馨
）
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　朋二十第　三四第
　　　號五十四第

三土日一月二十年八正大

二
二
闇
齋
の
學
詮
・
：
：
：
：
：
・
丈
學
博
士
　
高
瀬
武
次
郎

善
悪
因
果
の
内
面
齪
：
・
：
・
：
：
：
：
・
：
・
齋
　
藤
　
唯
　
信

二
値
の
膿
系
（
二
）
：
：
・
：
・
：
：
法
治
博
士
　
左
右
田
喜
一
郎

フ
ィ
ヒ
テ
の
道
徳
學
に
就
い
て
の
考
察
（
承
前
）
：
・
：
：
：
：
：

　
：
・
：
・
：
：
：
：
：
・
：
：
：
・
文
學
士
世
　
良
由
瀞
男

拙
箸
「
耽
會
學
原
理
し
の
批
評
に
答
ム
・
：
：
・
：
：
・
：
・
：
：
：

　
：
：
・
：
・
：
．
．
．
．
．
，
．
．
．
．
。
、
．
．
丈
學
士
高
　
田
　
保
　
罵

學
會
近
況
、
彙
報
、
新
婦
紹
介
：
：
：
・
：
・
：
：
・
：
：
・
：
：

内郡學文躍大國帝都寮

　會學暫都京
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策　第

藪簑　鰹

「
京
都
哲
雄
會
規
制

本
四
チ
京
都
哲
學
會
ト
欝
ス

本
曾
ハ
疑
義
・
於
ケ
ル
哲
學
ノ
研
究
及
典
魯
及
チ
以
テ
穏
的
ト
ス

本
願
ハ
前
條
ノ
日
的
チ
建
セ
ン
が
爲
メ
左
ノ
寧
紫
チ
行
フ

織
難
一
回
研
究
愈
チ
開
ク

　
　
一
、
録
年
玉
秋
二
岡
公
聞
講
演
會
チ
開
ク

　
　
一
、
脇
坤
乃
一
更
雄
脳
勲
噂
『
哲
學
研
究
』
チ
撚
瓢
行
ス

第
四
簾
　
本
轡
藥
務
所
チ
京
都
帝
閣
大
學
丈
學
部
内
轟
號
ク

第
覧
二
陣
　
竃
・
禽
昌
ノ
｛
轟
轟
茶
チ
細
一
脚
榔
ス
ル
爲
メ
講
左
ノ
役
員
チ
鷺
【
ク

　
　
一
、
躰
員
（
若
干
名
）
京
梛
帝
國
大
雄
丈
學
部
哲
學
麟
数
官
及
倭
員
會

　
　
　
　
ユ
於
テ
推
薦
シ
タ
ル
脅
チ
以
テ
之
晶
充
ツ

　
　
一
、
　
轟
費
記
（
一
名
）
鵡
公
員
A
層
二
於
テ
囑
託
ス

第
六
條
　
本
會
ノ
趣
旨
二
終
同
ス
ル
表
ハ
何
人
一
＝
ア
モ
會
員
タ
ル
コ
ト
チ
碍

學
校
、
繍
欝
舘
、
教
育
愈
、
其
他
ノ
國
膿
ハ
其
國
騰
ノ
名
チ
以
テ
入
曾
ス
ル

　
獅
ト
チ
得

筑
七
繰
幣
制
ハ
奉
祀
か
シ
テ
年
参
圏
四
拾
銭
、
駒
後
二
期
二
分
チ
テ
薗
納
ス

　
ペ
キ
屯
ノ
ト
ス

第
八
繰
　
禽
H
員
ハ
本
禽
凶
ノ
談
拙
稗
ノ
會
合
襯
岬
鵠
庸
ス
ル
コ
ト
チ
得
鳳
ッ
難
講
『
薪
…
・

　
墨
論
鱒
究
』
ノ
鱒
…
付
チ
受
ク

第
九
條
　
本
愈
規
劉
ノ
改
正
鍵
更
ハ
委
貝
會
ノ
決
議
昌
戴
ル

京
都
暫
解
義
役
員

委
　
穏

書
　
記

文
學
博
士
波
多
野
精
一
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小
ハ
山
，
る
き
他
の
隙
驚
獺
の
・
胴
張
に
料
割
す
る
斑
帯
田
な
る
埋
解
山
τ
聯
D
ち
川
得
な
い
で
円
陣

、
ら
に
欝
他
、
寂
奪
の
弊
に
陥
る
危
瞼
が
伴
ふ
。
そ
れ
で
砂
く
と
も
學
．
に
於

．
擢
㌧
偉
入
と
呼
ば
れ
、
　
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
；
と
崇
め
ら
る
る
様
な
人
の
署
書
は
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

・
到
な
る
沖
…
意
を
以
て
熱
譲
玩
味
す
る
必
要
が
あ
ら
う
。
　
そ
し
て
我
が
國
の
探

　
に
、
　
語
撫
の
黙
に
於
て
大
な
る
ハ
ン
ヂ
イ
キ
ヤ
ツ
プ
を
准
ず
る
所
で
は
、
外

㎞
図
臨
…
に
重
る
い
置
、
褥
髄
な
墜
ゆ
7
6
の
徒
に
侠
っ
て
、
　
緻
紫
の
偉
大
な
る
雄
串
弔
の

思
惣
な
り
、
努
力
な
り
を
忠
臣
碁
に
紹
介
さ
馳
る
と
晶
緯
ふ
事
が
趣
め
て
煎
要
た
．

　
亦
三
二
あ
る
事
で
あ
る
と
胤
仙
ふ
。
　
旨
し
、
夫
だ
け
叉
謝
介
者
の
態
度
に
愼
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

を
要
求
せ
ね
ば
な
ら
な
い
⑰
ノ
く
霞
・
二
⇒
警
ヨ
霧
と
｝
冨
へ
ば
直
ち
に
「
意
識

　
の
流
れ
」
　
と
か
物
黒
想
の
流
恥
」
と
か
賞
ふ
言
葉
を
瓢
想
す
る
程
、
ポ
ビ
ユ

ラ
」
に
な
っ
て
層
る
が
こ
の
思
想
の
色
々
の
み
刀
旗
か
ら
総
て
偉
大
な
學
瓠
に

つ
い
て
典
の
金
納
を
遡
解
し
て
る
入
は
實
際
に
少
か
ら
う
と
患
は
れ
る
。
私

は
、
こ
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
我
國
に
紐
介
さ
れ
た
事
が
正
に
紹
介

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
學
出
4
5
の
山
県
が
紹
介
さ
れ
た
と
鴛
ふ
閉
し
と
、
　
典
の
一
方

面
の
事
に
つ
い
て
鰐
合
に
親
し
ん
だ
と
し
て
も
杢
般
に
つ
い
て
ジ
ェ
ー
ム
ズ

共
の
入
を
何
ふ
機
禽
の
少
な
い
で
あ
ら
う
と
察
せ
ら
る
蕊
我
が
譲
嘗
界
に
大

に
貸
蔵
…
さ
れ
る
で
あ
ら
う
と
の
鞭
感
わ
下
に
本
書
の
欝
た
事
を
先
づ
慶
賀
す

る
。
　
蒸
し
た
獄
…
盛
大
急
ぎ
で
通
捌
す
る
暇
し
か
持
ち
得
な
か
っ
た
私
は
今

鼓
に
詳
し
い
批
評
を
な
す
非
農
を
さ
け
て
鎖
過
の
後
、
紹
介
者
に
そ
の
人
を

得
た
と
言
ふ
感
じ
が
残
っ
て
る
毒
を
告
げ
て
本
書
紹
介
の
費
を
塞
ぎ
た
い
。

（
心
血
雛
研
究
轄
獲
行
、
定
偵
出
晶
圓
帯
下
醗
、
深
脚
武
）

隆
隆
書
籍
雑
誌

…

婁
蚕
】
「
一
甕
畢
一
～
…
く

　　

@　

熨
R
派
の
倫
理
學
　
　
肢
謬
燥
牽
塙
淋
愛
勲
助
徳

搬
器
雌
誌
、
丁
酉
倫
理
請
演
集
、
心
理
研
究
、
粟
洋
哲
學
、
六
合
鵜
誌
、
無

誰
燈
、
六
條
學
報
、
質
置
両
女
…
学
、
敏
喚
月
、
　
内
外
日
南
胃
詐
外
嗣
、
教
琉
D
學
小
粥
雛
外
、

数
育
研
究
、
歌
島
時
論
、
束
京
教
育
、
奈
良
縣
直
心
、
静
岡
縣
鍛
育
、
近
江

敏
育
、
岐
阜
縣
敏
育
、
　
愚
重
教
宥
、
愛
知
数
宥
、
都
市
数
晒
ー
ー
、
信
濃
歎
育
、
．

佐
賀
縣
教
育
、
塞
備
教
育
、
長
崎
縣
敏
宥
、
宮
四
教
宥
、
愛
媛
敏
育
、
巾
國

地
無
舎
地
學
猟
鱗
噴
　
出
校
敦
宥
、
文
化
運
劾
。
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次躍門前
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認
識
主
掘
の
問
題
：
・
：
・
：

宗
敏
的
勤
象
と
人
格
概
念
：

佛
敏
の
預
言
説
・
：
：
：
・
：

領
値
の
膿
系
（
一
）
：
：
：
：

彙
報
　
新
著
紹
介

寄
辮
書
籍
難

．
　
　
9
　
　
σ

・
　
　
　
O
　
　
　
・

事
　
　
O
　
　
　
p

曜
　
　
O
　
　
響

0
　
　
「
　
　
．
　
　
0
　
　
’
　
　
．

●
　
　
・
　
　
●
　
　
●
　
　
曹
　
　
O

●
　
　
O
　
　
●
　
　
●
　
　
鼻
　
　
．

甲
　
　
「
　
　
7
　
　
ゆ
　
　
の
　
　
’

’
　
　
●
　
　
■
　
　
．
　
　
●
　
　
●
　
ゆ

，
　
　
■
　
　
○
　
　
●
　
　
・
　
　
●

9
　
　
，
　
　
■
　
　
0
　
　
9
　
　
0

0
　
　
♂
　
　
0
　
　
9
　
　
0
　
　
ψ
　
　
σ

ご
・
：
：
丈
學
薄
士

・
：
：
∵
丈
雄
士

・
：
・
：
・
交
學
士

・
：
：
　
法
學
博
士

田島野点

下交二

郎倉塞元

＝
瓢
流



禽亀ta儂定

一
、
本
會
へ
入
門
希
蒙
ノ
方
二
流
接
本
圃
宛
テ
ニ
御
串
込
門
下
魔
候

一
、
禽
員
昌
シ
テ
輔
屠
セ
ラ
レ
ダ
ル
節
ハ
磁
チ
ニ
其
旨
獅
報
知
脚
下

　
　
度
候

一、

�
ﾖ
ハ
振
替
口
座
大
阪
饗
〇
六
六
蜜
番
、
京
都
哲
趣
翻
宛
テ
昌

　
　
御
綿
込
被
下
度
候

　
一
、
本
勲
噂
ノ
鯛
…
鰻
胃
濫
關
…
ス
ル
隔
迎
信
及
紹
介
・
新
刊
乱
響
・
轟
父
換
翻
魅
勲
鱒
等
ハ

　
　
凡
テ
本
會
宛
テ
ニ
御
薩
邊
被
下
度
候

　　

@　

@　

@　

@
鯨
螺
嘆
騨
京
都
暫
學
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
口
座
大
阪
滲
〇
六
六
二
番

一
六
　
勝
（
前
金
）
幕
豊
闘
八
拾
鏡
不

十
二
紛
（
前
金
）
一
日
滲
圃
六
捨
鑓
一
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郵

鍛
　
　
定
　
　
　
　
　
償

勝
〔
金
　
　
滲
　
　
拾
…
　
鑓
［
金

串陣1開

題受

廣
告
墨

一
頁
　
　
金
建
　
　
閲

孚
頁
　
　
金
六
　
　
回

文規定　
帽

◎
會
員
に
あ
ら
ざ
る
講
領
者
の
伽
註
交
及
び
廣
告
に
画
す
る
件
は
賓

　
交
触
㎜
へ
伽
貯
由
甲
込
下
さ
れ
引
鉄

◎
本
誌
の
御
午
丈
は
す
べ
て
代
金
郵
穐
共
幣
金
に
て
御
逡
サ
下
さ
る

　
べ
く
醗

◎
振
替
姓
金
に
て
御
逞
金
は
（
東
京
二
八
0
番
）
蜜
両
国
宛
に
願
上
候

◎
蘭
…
金
切
れ
の
接
合
は
幣
封
に
「
藍
紙
金
切
」
の
印
章
押
榛
欝
敷
す
べ
き
に

　
付
直
に
獅
錦
込
下
さ
れ
度
侠

◎
見
本
御
入
用
の
㎞
二
合
は
金
参
拾
銭
御
迭
り
下
さ
れ
度
候

◎
特
に
諮
求
書
亀
岡
牧
轡
等
を
憂
す
る
揚
合
は
郵
券
三
鑓
禦
符
下

　
さ
れ
度
嫉

大
正
八
年
十
一
月
二
十
七
幽
門
印
嗣
納
本

大
正
八
年
十
二
月
　
輔
　
臼
獲
　
　
行

製複許不

三韓禁

編
輯
著

、
右
代
表
渚

號
行
者

印
麟
者

副
司
所

第
四
十
五
號

第
四
巻

第
＋
二
撒

京
郡
帝
國
大
戸
丈
學
部
内
　
　
．

　
　
　
京
都
哲
學
會

一
高
方
　
治

秀一?課大
難柳娠
攣難久
工猛撫　麟
揚講郎地詰

非
行
小
雛
謂
題
聾
群
鶴
郵
寳
衣
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

襲
費
元
麟
魑
簾
蘇
魑
二
誌
寳
二
丁

　
　
　
　
　
　
（
東
京
）
東
京
堂
、
東
海
堂
、
北
幸
館
、

費
捌
所
銀
線
、
難
鰻
酔
踏
W
難
鱒



下灘麟

癒欝簸驚

ミ　　　　　　　　　　　　　　のき　

｛窟灘　二三

・
藤　ゑの呼

量
騨
騰
馬
著

隅隅謹髭騰獅

螺髪布

金綴定

i脅雛細

鱗
婁
蕊

鷲
詑
創
勢
雛
輪
講
難
い
聾
再
議
年
諜
に
壷
鐙
鑛
に
鑑

」＿＿＿．一．．．．．．　．．．．一のす

　　瑠著名

腰曙塞i繍
頭
し
て
、
其
獲
蓬
の
趨
勢
に
後
れ
ざ
ら
ん
と
努
力
せ
ら
れ
た
り
。

本
書
は
其
問
に
成
れ
る
苦
心
の
勢
作
十
二
章
を
牧
む
。
冷
静
氷
の
如
き
理
論
に
包
む

に
渇
入
江
の
愛
．
詩
的
情
熱
を
以
て
す
る
所
、
一
巻
の
特
色
に
し
て
，
又
充
分
に
著

者
の
學
風
を
味
ふ
に
足
る
べ
し
。

特
に
又
大
戦
の
終
結
と
共
に
、
世
界
に
於
け
る
猷
砂
質
織
の
攣
革
將
に
近
か
ら
ん
と

す
隔
壁
時
勢
の
必
要
に
憲
じ
て
．
職
會
の
根
本
的
性
質
を
明
か
に
し
．
耽
會
的
思
潮

の
眞
髄
を
昧
は
む
と
す
る
早
年
に
と
り
て
は
、
最
も
有
盆
な
る
大
文
字
な
り
。

　
闘

二憲四五

山
聖

職
會
誕
化
論
の
性
質

三
三
法
則
の
性
質

統
計
蘭
方
法
と
臨
機
法

生
死
減
少
運
行
の
法
剥

貧
欝
と
出
生
率

分
雌
論
　
　
　
　
、

；十・e一一｝一九八七

：二＝nv・・S

i　資増分融
1現優様族業態
；代生家のに酌
i交軍糧將つ定
明是藥憎い：騒

の雰積とての
1迷　説酔　法
妄　の會鰯

　1　研の
：生　究醐

1蔵　紳
政

1策
：の

否
定

、
　
竃
ー
ー
ー
…
ー
ー
ー
輩
一
乱
㍉
丞
窄
ー
ー
ー
郵
聲
一
さ
　
　
　
　
一
　
｝
　
－
－
～
弩
…
・
．
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